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2021 年 1 月 29 日  

第 1６2 回 県内企業・業況調査結果 

                      株式会社  鹿 児 島 銀 行 

株式会社  九 州 経 済 研 究 所 

 

[  調査要領  ]  

対象期間  

 

調査時期  

調査方法  

対象企業  

回答企業数  

特別質問項目  

 

2020 年 10～ 12 月期実績見込み  

2021 年 1～ 3 月期見通し  

2020 年 12 月下旬  

インターネット及び郵送  

県内主要企業  500 社   

325 社（回答率  65.0％）  

本県の景気の現状 などについて  

 

用   語   今  期＝2 02 0 年 10～ 12 月 期   来  期 ＝ 202 1 年 1～ 3 月 期  

 前  期 ＝ 2 020 年 7～ 9 月 期  前 年 同 期＝ 201 9 年 10～ 12 月期  

  D.I.   ＝「良 い」－「悪 い」、「増 加 」－「減 少 」、いずれも回答企業割合  

 

「調査結果のポイント」  

・業況 D.I.…今期▲ 39。前期の▲ 50 より 11 ポイント増と大幅に改善。2014 年

1～ 3 月期と並び、リーマンショック以来最大の 改善幅。  

      来期▲ 42。今期より 3 ポイント減とやや下落する見込み。  

 

・資金繰り D.I.…今期▲ 13。前期の▲ 17 より 4 ポイント増とやや 改善。  

        来期▲ 19。今期より 6 ポイント低下する見込み 。  

 

・雇用人員 D.I.…今期▲ 31。前期の▲ 15 より大幅に低下 。観光需要の回復など

から人手不足感が急速に高まった。  

        来期▲ 30。今期とほぼ横ばいとなる 見込み。  

 

・設備投資…今期実施した企業割合は 34％で、前期（ 34％）と横ばい。  

       来期実施予定の企業割合は 29％。今期より 5 ポイント減少する見

込み。  

 

・経営上の問題点…「売上（ 受注） 不振」（ 57％） が最 多で、 4 期連続ト ッ プ。 
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・本県の景気の現状などについて  

 本県の景気の現状について、「緩やかに後退している」と回答した企業割合が

44％と最も多かった。また、「拡大している」「緩やかに拡大している」と回

答した企業割合の合計は 2％、「緩やかに後退している」「後退している」と

回答した企業割合の合計は 72％となり、 D.I.は▲ 70 となった。今回の D.I.

▲ 70 は前回調査（ 19 年 12 月）の D.I.（▲ 31）から 39 ポイント下落し、 12

年の調査開始以来 、最低となった。  

 

１．今期の業況  ～大幅に改善  

今期の業況 D.I.は ▲ 39 で、前期（▲ 50）から 11 ポイント増と、大幅に改善

した（図表 1）。改善幅は消費増税前の駆け込み需要があった 2014 年 1～ 3 月期

と並び、リーマンショック以降では過去最大。  

業況 D.I.を業種別（大分類）でみると、製造業（前期▲ 68→今期▲ 50）、そ

の 他 産 業 （ 同 ▲ 61→▲ 47） が マ イ ナ ス 圏 な が ら 大 き く 改 善 し 、 卸 売 業 （ 同

▲ 55→▲ 47）が改善、小売業（同 ▲ 28→▲ 25）がやや改善し、建設業（同▲ 10→▲ 9）

がほぼ横ばいとなった（図表 1）。  

業種別（中分類）でみると、 Go To トラベル事業の東京都の追加など で観光

需要が回復したことなどから、食料品製造業（同▲ 73→▲ 49）、旅館・ホテル（同

▲ 86→▲ 42）、外食（同▲ 100→▲ 34）がマイナス圏ながら大幅に改善した （図

表 2）。また世界的な半導体需要の高まりなどから、電機・電子（同▲ 80→▲ 49）

もマイナス圏ながら大幅に改善した。  

 

２．来期の業況見通し  ～やや下落  

来期の業況見通し D.I.は▲ 42 で今期（ ▲ 39）から 3 ポイント減とやや下落す

る見通し（図表 1）。  

業況見通し D.I.を業種別（大分類）にみると、依然マイナス圏ではあるが 卸

売業（今期▲ 47→来期▲ 44）がやや改善し、建設業（同▲ 9→▲ 9）は横ばい。

一方で、小売業（同 ▲ 25→▲ 33）、その他産業（ 同▲ 47→▲ 53）が下落し、製造

業（同▲ 50→▲ 54）がやや下落する 見込み。  

 

３．資金繰り D.I .  

今期の資金繰り D.I.は▲ 13 で前期（▲ 17）から 4 ポイント 増とやや改善した

（図表 1）。金融機関の融資や政府の各種支援策などで 改善は続いている 。  

来期の資金繰り D.I.は▲ 19 で今期（▲ 1 3）から 6 ポイント 低下する 見 込 み 。 
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４．雇用人員 D.I .  

今期の雇用人員 D.I.は▲ 31 で前期（▲ 15）から 16 ポイント減と大幅に低下

した（図表 1）。観光需要の回復などから人手不足感が 急速に高まった。  

来期の雇用人員 D.I.は▲ 30 で今期（▲ 31）とほぼ横ばいとなる見込み。  

 

５．設備投資  ～実施した企業割合は横ばい  

今期、設備投資を実施した企業割合は 34％と、前期（ 34％）と横ばいとなっ

た（図表 6、 7）。来期に設備投資を予定する企業割合は 29％と、今期（ 34％）

から 5 ポイント減少する見込み。  

 今期の設備投資の合計金額 （実 額 ）は 全 産 業 ベ ー ス で 186 億 円 、 前 年 同 期 比

61.7％増となった（図表 8）。業種別では製造業の 141 億円（前年同期比 176.5％

増）が最も多く、その他産業が 27 億円（同 32.5％減）、小売業が 9 億円（同 50.0％

減）、卸売業 6 億円（同 200.0％増）、建設業が 3 億円（同 25.0％減）の順とな

った。           

来期の設備投資の合計金額 （実額 ）は全産業ベースで 177 億円となり、前年同

期比 67.0％増となる見通し。業種別では 製造業の 140 億円（前年同期比 218.2％

増）が最も多く、以下、小売業、その他産業がともに 16 億円（それぞれ同 6.7％

増、同 61.0％減）、卸売業が 3 億円（前年同期と同水準 ）、建設業が 2 億円（前

年同期比 33.3％減）の順となった。  

 1 社当たり設備投資の金額別構成比をみると、今期の全産業では 「 1 千万円未

満」が全体の 47％で最多となった（図表 9）。次いで、「 1～ 5 千万円未満」（ 28％）、

「 1～ 5 億円未満」（ 13％）、「 5 千万～ 1 億円未満」（ 6％）、「 5～ 10 億円未満」「 10

億円以上」（ともに 3％）と続いた。また、来期は「 1 千万円未満」が 34％で最

も多く、次いで、「 1～ 5 千万円未満」（ 27％）、「 1～ 5 億円未満」（ 18％）、「 5 千

万～ 1 億円未満」（ 11％）、「 5～ 10 億円未満」（ 6％）、「 10 億円以上」（ 4％）とな

った。  

業種別（大分類）にみると、 今期は全産業で「 1 千万円未満」が 最も多く、

小口投資が目立った。なお、10 億円以上の大型投資は製造業 とその他産業のみ

で計上された。  

来期は製造業、建設業、その他産業 で「 1～ 5 億円未満」の割合が増加する見

通し。また、 10 億円以上の大型投資は製造業 のみで計上されている。  
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６．経営上の問題点 （内部環境 ・外部環境 ）  ～売上 （受注 ）不振が最多  

経営上の問題点 （内部環境 ・外部環境 ）は、「売上（受注）不振」を挙げる企業

割合が 57％と前期（ 60％）からやや減少したものの、 4 期連続で単独トップと

なった（図表 10、 11）。新型コロナウイルスの影響による売り上げ減少が、前

期に引き続き深刻な問題となっている。 また、「人手不足・求人難」（ 39％）を

挙げる企業割合は 2 番目に多く、前期（ 35％）より増加した。以下、「競争激化」

（ 32％）、「採算・収益の悪化」（ 29％）と続いた。  

 

７．本県の景気の現状などについて  

本県の景気の現状について、「緩やかに後退している」と回答した企業割合が

44％と最も多かった（図表 12）。また、「拡大している」「緩やかに拡大してい

る」と回答した企業割合の合計は 2％、「緩やかに後退している」「後退してい

る」と回答した企業割合の合計は 72％となり、 D.I.は▲ 70 となった。今回の

D.I.▲ 70 は前回調査（ 19 年 12 月）の D.I.（▲ 31）から 39 ポイント下落し、

12 年の調査開始以来、最低となった。業種別にみても全ての業種で大きく 下落

した。新型コロナウイルスの流行が世界中で長引いていることなどを背景に、

景気の現状に対し厳しい見方が多かった。  

「 拡 大 し て い る 」 ま た は 「 緩 や か に 拡 大 し て い る 」 と し た 要 因 は 、「 個 人 消

費の回復」、「観光客の増加」（ともに 50％）が最も多く、次いで「補正予算な

どの政策効果」（ 33％）、「住宅投資の活発化」、「設備投資の活発化」、「雇用・所

得環境の改善」（ともに 17％）の順となった（図表 13）。  

「 緩 や か に 後 退 し て い る 」 ま た は 「 後 退 し て い る 」 と し た 要 因 は 、「 新 型 コ

ロナウイルスの感染拡大」が 88％と最も多く、次いで「個 人消費の低迷」（ 65％）、

「外国人観光客の減少」（ 48％）、「日本人観光客の減少」（ 39％）などの順とな

った。  

本県の景気が本格回復する時期を尋ねたところ、「 1 年超（ 2022 年以降）」が

53％と最も多く、次いで「 1 年後（ 2021 年後半）」（ 27％）が続いた（図表 14）。

一方、「本格回復しない」は 18％で、前回（ 46％）より、28 ポイント減 少した。  

今後の本県の景気における懸念材料については 、「新 型コロ ナウイル スの感染

拡大」が 86％と最も多く、次いで「個人消費の低迷」（ 64％）、「外国人観光客

の減少」（ 52％）の順となった（図表 15）。  
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政府に対 して期待する経済対策につ い ては、「 新型 コ ロ ナ ウイ ル スの 感 染拡 大

防止策（医療体制の増強やワクチン開発など）」が 83％と最も多く、次いで、「地

域経済振興のための施策」（ 57％）、「法人税の減税」（ 34％）の順となった（図

表 16）。  

 

以  上  

 

 

    【本件に関するお問い合わせ】   

㈱九 州 経 済 研 究 所 （ ℡  0 9 9 - 2 2 5 - 7 4 9 1）  



《資料編》

図表１　各項目Ｄ.Ｉ. 　単位：％

  前期 実績

増加 同程度 減少 増加 同程度 減少 増加 同程度 減少

  項　目 （Ａ） （Ｂ） （Ｃ） (Ａ)－(Ｃ) （Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ａ） （Ｂ） （Ｃ）

6 38 56 ▲ 50 9 43 48 ↑ ▲ 39 ( 11 ) 7 44 49 ↓ ▲ 42 ( ▲ 3 )

 製  造  業 2 28 70 ▲ 68 7 36 57 ↑ ▲ 50 ( 18 ) 6 34 60 ↓ ▲ 54 ( ▲ 4 )

 建  設  業 9 72 19 ▲ 10 12 67 21 ↑ ▲ 9 ( 1 ) 10 71 19 - ▲ 9 ( 0 )

 卸  売  業 6 33 61 ▲ 55 3 47 50 ↑ ▲ 47 ( 8 ) 3 50 47 ↑ ▲ 44 ( 3 )

 小  売  業 17 38 45 ▲ 28 13 49 38 ↑ ▲ 25 ( 3 ) 7 53 40 ↓ ▲ 33 ( ▲ 8 )

 その他産業 3 33 64 ▲ 61 9 35 56 ↑ ▲ 47 ( 14 ) 7 33 60 ↓ ▲ 53 ( ▲ 6 )

7 29 64 ▲ 57 8 28 64 ↑ ▲ 56 ( 1 ) 5 43 52 ↑ ▲ 47 ( 9 )

11 26 63 ▲ 52 16 31 53 ↑ ▲ 37 ( 15 ) 10 38 52 ↓ ▲ 42 ( ▲ 5 )

 製  造  業 7 21 72 ▲ 65 11 26 63 ↑ ▲ 52 ( 13 ) 8 37 55 ↑ ▲ 47 ( 5 )

 建  設  業 11 64 25 ▲ 14 15 56 29 - ▲ 14 ( 0 ) 11 56 33 ↓ ▲ 22 ( ▲ 8 )

 卸  売  業 18 15 67 ▲ 49 13 34 53 ↑ ▲ 40 ( 9 ) 6 41 53 ↓ ▲ 47 ( ▲ 7 )

 小  売  業 23 21 56 ▲ 33 27 35 38 ↑ ▲ 11 ( 22 ) 17 41 42 ↓ ▲ 25 ( ▲ 14 )

 その他産業 6 19 75 ▲ 69 17 21 62 ↑ ▲ 45 ( 24 ) 10 29 61 ↓ ▲ 51 ( ▲ 6 )

過剰 適正 不足 過剰 適正 不足

10 77 13 ▲ 3 10 79 11 ↑ ▲ 1 ( 2 )

 製  造  業 16 73 11 5 14 74 12 ↓ 2 ( ▲ 3 )

 建  設  業 3 82 15 ▲ 12 0 87 13 ↓ ▲ 13 ( ▲ 1 )

 卸  売  業 3 94 3 0 13 81 6 ↑ 7 ( 7 )

 小  売  業 9 76 15 ▲ 6 14 80 6 ↑ 8 ( 14 )

 その他産業 9 76 15 ▲ 6 8 79 13 ↑ ▲ 5 ( 1 )

好転 横ばい 悪化 好転 横ばい 悪化 好転 横ばい 悪化

11 37 52 ▲ 41 15 43 42 ↑ ▲ 27 ( 14 ) 7 48 45 ↓ ▲ 38 ( ▲ 11 )

 製  造  業 11 31 58 ▲ 47 14 38 48 ↑ ▲ 34 ( 13 ) 5 42 53 ↓ ▲ 48 ( ▲ 14 )

 建  設  業 4 70 26 ▲ 22 10 65 25 ↑ ▲ 15 ( 7 ) 8 65 27 ↓ ▲ 19 ( ▲ 4 )

 卸  売  業 12 33 55 ▲ 43 3 59 38 ↑ ▲ 35 ( 8 ) 3 59 38 - ▲ 35 ( 0 )

 小  売  業 21 38 41 ▲ 20 25 41 34 ↑ ▲ 9 ( 11 ) 13 51 36 ↓ ▲ 23 ( ▲ 14 )

 その他産業 7 27 66 ▲ 59 17 33 50 ↑ ▲ 33 ( 26 ) 8 39 53 ↓ ▲ 45 ( ▲ 12 )

上昇 横ばい 低下 上昇 横ばい 低下 上昇 横ばい 低下

14 69 17 ▲ 3 13 70 17 ↓ ▲ 4 ( ▲ 1 ) 10 74 16 ↓ ▲ 6 ( ▲ 2 )

 製  造  業 14 69 17 ▲ 3 11 71 18 ↓ ▲ 7 ( ▲ 4 ) 10 76 14 ↑ ▲ 4 ( 3 )

 建  設  業 15 76 9 6 9 78 13 ↓ ▲ 4 ( ▲ 10 ) 5 84 11 ↓ ▲ 6 ( ▲ 2 )

 卸  売  業 18 58 24 ▲ 6 6 81 13 ↓ ▲ 7 ( ▲ 1 ) 10 77 13 ↑ ▲ 3 ( 4 )

 小  売  業 18 68 14 4 21 63 16 ↑ 5 ( 1 ) 16 70 14 ↓ 2 ( ▲ 3 )

 その他産業 10 69 21 ▲ 11 13 67 20 ↑ ▲ 7 ( 4 ) 10 69 21 ↓ ▲ 11 ( ▲ 4 )

上昇 横ばい 低下 上昇 横ばい 低下 上昇 横ばい 低下

21 69 10 11 20 70 10 ↓ 10 ( ▲ 1 ) 20 72 8 ↑ 12 ( 2 )

 製  造  業 28 56 16 12 29 58 13 ↑ 16 ( 4 ) 27 66 7 ↑ 20 ( 4 )

 建  設  業 17 83 0 17 19 77 4 ↓ 15 ( ▲ 2 ) 17 81 2 - 15 ( 0 )

 卸  売  業 18 67 15 3 13 78 9 ↑ 4 ( 1 ) 16 78 6 ↑ 10 ( 6 )

 小  売  業 17 75 8 9 20 72 8 ↑ 12 ( 3 ) 14 80 6 ↓ 8 ( ▲ 4 )

 その他産業 18 73 9 9 16 72 12 ↓ 4 ( ▲ 5 ) 21 66 13 ↑ 8 ( 4 )

楽 普通 窮屈 楽 普通 窮屈 楽 普通 窮屈

7 69 24 ▲ 17 8 71 21 ↑ ▲ 13 ( 4 ) 7 67 26 ↓ ▲ 19 ( ▲ 6 )

 製  造  業 8 64 28 ▲ 20 10 66 24 ↑ ▲ 14 ( 6 ) 8 61 31 ↓ ▲ 23 ( ▲ 9 )

 建  設  業 11 76 13 ▲ 2 8 84 8 ↑ 0 ( 2 ) 6 88 6 - 0 ( 0 )

 卸  売  業 3 78 19 ▲ 16 0 84 16 - ▲ 16 ( 0 ) 0 84 16 - ▲ 16 ( 0 )

 小  売  業 4 85 11 ▲ 7 8 81 11 ↑ ▲ 3 ( 4 ) 8 75 17 ↓ ▲ 9 ( ▲ 6 )

 その他産業 7 58 35 ▲ 28 8 59 33 ↑ ▲ 25 ( 3 ) 8 54 38 ↓ ▲ 30 ( ▲ 5 )

過剰 適正 不足 過剰 適正 不足 過剰 適正 不足

15 55 30 ▲ 15 8 53 39 ↓ ▲ 31 ( ▲ 16 ) 9 52 39 ↑ ▲ 30 ( 1 )

 製  造  業 22 51 27 ▲ 5 16 52 32 ↓ ▲ 16 ( ▲ 11 ) 19 48 33 ↑ ▲ 14 ( 2 )

 建  設  業 4 45 51 ▲ 47 2 40 58 ↓ ▲ 56 ( ▲ 9 ) 2 40 58 - ▲ 56 ( 0 )

 卸  売  業 9 73 18 ▲ 9 3 75 22 ↓ ▲ 19 ( ▲ 10 ) 6 72 22 ↑ ▲ 16 ( 3 )

 小  売  業 4 62 34 ▲ 30 0 58 42 ↓ ▲ 42 ( ▲ 12 ) 0 55 45 ↓ ▲ 45 ( ▲ 3 )

 その他産業 20 55 25 ▲ 5 10 50 40 ↓ ▲ 30 ( ▲ 25 ) 9 52 39 - ▲ 30 ( 0 )

雇　用　人　員

(Ａ)－(Ｃ) (Ａ)－(Ｃ)

自 社 の 業 況

生 産 高(製造業)

売 上・完 工 高

製品・商品在庫

(適正水準比)

損　　　　　益

販　売　価　格

仕　入　価　格

資　金　繰　り

普通 悪い Ｄ．Ｉ． 良い 普通 悪い Ｄ．Ｉ．

差

(今期－前期)

差

(来期－今期)

良い

   第 １６２回 県 内 企 業 ・ 業 況 調 査 結 果 集 計 表

2020年7～9月期 2020年10～12月期 2021年1～3月期

  今期 実績    来期 見通し

   状   況 良い 普通 悪い Ｄ．Ｉ．

-1-



   全    業    種 ▲ 50 ▲ 39 11  11 ▲ 42 -3 ▲ 3
 製　造　業 ▲ 68 ▲ 50 18  18 ▲ 54 -4 ▲ 4

 食  料  品 ▲ 73 ▲ 49 24  24 ▲ 60 -11 ▲ 11
 繊　　　維 ▲ 100 ▲ 100 0  0 ▲ 100 0  0
 木　　　材 ▲ 67 ▲ 50 17  17 ▲ 50 0  0
 紙・パルプ ▲ 100 ▲ 100 0  0 ▲ 100 0  0
 窯業・土石 ▲ 10 ▲ 10 0  0 ▲ 20 -10 ▲ 10
 機械・金属 ▲ 75 ▲ 66 9  9 ▲ 67 -1 ▲ 1
 電機・電子 ▲ 80 ▲ 49 31  31 ▲ 25 24  24
 そ　の　他 ▲ 67 ▲ 49 18  18 ▲ 60 -11 ▲ 11

 建　　設　　業 ▲ 10 ▲ 9 1  1 ▲ 9 0  0
 土　　木  0 ▲ 14 -14 ▲ 14 ▲ 7 7  7
 建　　築 ▲ 16  9 25  25 ▲ 18 -27 ▲ 27
 総 合 建 設  9 ▲ 9 -18 ▲ 18  0 9  9
 そ　の　他 ▲ 36 ▲ 17 19  19 ▲ 8 9  9

 卸　　売　　業 ▲ 55 ▲ 47 8  8 ▲ 44 3  3
 食　料　品 ▲ 47 ▲ 39 8  8 ▲ 39 0  0
 建 設 資 材 ▲ 62 ▲ 50 12  12 ▲ 38 12  12
 家 電 卸 売  0  0 0  0  0 0  0
 そ　の　他 ▲ 70 ▲ 67 3  3 ▲ 67 0  0

 小　　売　　業 ▲ 28 ▲ 25 3  3 ▲ 33 -8 ▲ 8
 百貨店・スーパー ▲ 15 ▲ 36 -21 ▲ 21 ▲ 43 -7 ▲ 7
 衣　料　品 ▲ 100 ▲ 100 0  0 ▲ 100 0  0
 自　動　車 ▲ 73 ▲ 20 53  53 ▲ 10 10  10
 家 電 製 品  100  100 0  0  33 -67 ▲ 67
 石油・ガス ▲ 29 ▲ 33 -4 ▲ 4 ▲ 67 -34 ▲ 34
 そ　の　他 ▲ 28 ▲ 27 1  1 ▲ 27 0  0

 そ  の  他  産  業 ▲ 61 ▲ 47 14  14 ▲ 53 -6 ▲ 6
 旅館・ホテル ▲ 86 ▲ 42 44  44 ▲ 58 -16 ▲ 16
 運輸・通信 ▲ 62 ▲ 65 -3 ▲ 3 ▲ 65 0  0
 外　　　食 ▲ 100 ▲ 34 66  66 ▲ 100 -66 ▲ 66
 その他サービス ▲ 55 ▲ 48 7  7 ▲ 43 5  5

   全    業    種 ▲ 52 ▲ 37 15  15 ▲ 42 -5 ▲ 5
 製　造　業 ▲ 65 ▲ 52 13  13 ▲ 47 5  5

 食  料  品 ▲ 69 ▲ 53 16  16 ▲ 47 6  6
 繊　　　維 ▲ 100 ▲ 100 0  0 ▲ 100 0  0
 木　　　材 ▲ 83 ▲ 50 33  33 ▲ 25 25  25
 紙・パルプ ▲ 100 ▲ 100 0  0 ▲ 50 50  50
 窯業・土石 ▲ 30 ▲ 20 10  10 ▲ 30 -10 ▲ 10
 機械・金属 ▲ 75 ▲ 66 9  9 ▲ 60 6  6
 電機・電子 ▲ 40 ▲ 25 15  15 ▲ 14 11  11
 そ　の　他 ▲ 67 ▲ 67 0  0 ▲ 83 -16 ▲ 16

 建　　設　　業 ▲ 14 ▲ 14 0  0 ▲ 22 -8 ▲ 8
 土　　木 ▲ 7 ▲ 22 -15 ▲ 15 ▲ 43 -21 ▲ 21
 建　　築 ▲ 26  9 35  35  28 19  19
 総 合 建 設  18  0 -18 ▲ 18 ▲ 27 -27 ▲ 27
 そ　の　他 ▲ 46 ▲ 42 4  4 ▲ 42 0  0

 卸　　売　　業 ▲ 49 ▲ 40 9  9 ▲ 47 -7 ▲ 7
 食　料　品 ▲ 39 ▲ 54 -15 ▲ 15 ▲ 46 8  8
 建 設 資 材 ▲ 37 ▲ 24 13  13 ▲ 25 -1 ▲ 1
 家 電 卸 売  50  0 -50 ▲ 50  0 0  0
 そ　の　他 ▲ 90 ▲ 45 45  45 ▲ 78 -33 ▲ 33

 小　　売　　業 ▲ 33 ▲ 11 22  22 ▲ 25 -14 ▲ 14
 百貨店・スーパー ▲ 8 ▲ 13 -5 ▲ 5 ▲ 43 -30 ▲ 30
 衣　料　品 ▲ 100 ▲ 100 0  0 ▲ 100 0  0
 自　動　車 ▲ 90  20 110  110  0 -20 ▲ 20
 家 電 製 品  67  100 33  33  33 -67 ▲ 67
 石油・ガス ▲ 86 ▲ 50 36  36 ▲ 67 -17 ▲ 17
 そ　の　他 ▲ 11 ▲ 23 -12 ▲ 12 ▲ 11 12  12

 そ  の  他  産  業 ▲ 69 ▲ 45 24  24 ▲ 51 -6 ▲ 6
 旅館・ホテル ▲ 87 ▲ 36 51  51 ▲ 59 -23 ▲ 23
 運輸・通信 ▲ 81 ▲ 70 11  11 ▲ 60 10  10
 外　　　食 ▲ 100 ▲ 66 34  34 ▲ 100 -34 ▲ 34
 その他サービス ▲ 60 ▲ 45 15  15 ▲ 46 -1 ▲ 1

図表２　業況Ｄ.I.（中分類）
2020年7～9月期 2020年10～12月期 2020年1～3月期

前  期 今期 実績 差(今期－前期) 来期 見通し 差(来期－今期)

図表３　売上･完工高D.I.（中分類）
2020年7～9月期 2020年10～12月期 2020年1～3月期

前  期 今期 実績 差(今期－前期) 来期 見通し 差(来期－今期)
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   全    業    種 ▲ 41 ▲ 27 14  14 ▲ 38 -11 ▲ 11
 製　造　業 ▲ 47 ▲ 34 13  13 ▲ 48 -14 ▲ 14

 食  料  品 ▲ 38 ▲ 19 19  19 ▲ 44 -25 ▲ 25
 繊　　　維 ▲ 100 ▲ 100 0  0 ▲ 100 0  0
 木　　　材 ▲ 67 ▲ 50 17  17 ▲ 50 0  0
 紙・パルプ ▲ 100 ▲ 50 50  50 ▲ 50 0  0
 窯業・土石  0 ▲ 10 -10 ▲ 10 ▲ 30 -20 ▲ 20
 機械・金属 ▲ 57 ▲ 60 -3 ▲ 3 ▲ 67 -7 ▲ 7
 電機・電子 ▲ 70 ▲ 37 33  33 ▲ 37 0  0
 そ　の　他 ▲ 67 ▲ 67 0  0 ▲ 67 0  0

 建　　設　　業 ▲ 22 ▲ 15 7  7 ▲ 19 -4 ▲ 4
 土　　木 ▲ 15 ▲ 29 -14 ▲ 14 ▲ 36 -7 ▲ 7
 建　　築 ▲ 34 ▲ 9 25  25  0 9  9
 総 合 建 設 ▲ 9 ▲ 9 0  0 ▲ 18 -9 ▲ 9
 そ　の　他 ▲ 27 ▲ 8 19  19 ▲ 17 -9 ▲ 9

 卸　　売　　業 ▲ 43 ▲ 35 8  8 ▲ 35 0  0
 食　料　品 ▲ 31 ▲ 31 0  0 ▲ 15 16  16
 建 設 資 材 ▲ 24 ▲ 50 -26 ▲ 26 ▲ 37 13  13
 家 電 卸 売  50  0 -50 ▲ 50  0 0  0
 そ　の　他 ▲ 90 ▲ 32 58  58 ▲ 67 -35 ▲ 35

 小　　売　　業 ▲ 20 ▲ 9 11  11 ▲ 23 -14 ▲ 14
 百貨店・スーパー ▲ 15 ▲ 22 -7 ▲ 7 ▲ 50 -28 ▲ 28
 衣　料　品 ▲ 100 ▲ 100 0  0 ▲ 100 0  0
 自　動　車 ▲ 73  0 73  73  10 10  10
 家 電 製 品  67  100 33  33  33 -67 ▲ 67
 石油・ガス  0 ▲ 16 -16 ▲ 16 ▲ 50 -34 ▲ 34
 そ　の　他 ▲ 11 ▲ 11 0  0 ▲ 11 0  0

 そ  の  他  産  業 ▲ 59 ▲ 33 26  26 ▲ 45 -12 ▲ 12
 旅館・ホテル ▲ 87 ▲ 30 57  57 ▲ 65 -35 ▲ 35
 運輸・通信 ▲ 66 ▲ 40 26  26 ▲ 45 -5 ▲ 5
 外　　　食 ▲ 100 ▲ 33 67  67 ▲ 100 -67 ▲ 67
 その他サービス ▲ 47 ▲ 34 13  13 ▲ 32 2  2

   全    業    種 ▲ 17 ▲ 13 4  4 ▲ 19 -6 ▲ 6
 製　造　業 ▲ 20 ▲ 14 6  6 ▲ 23 -9 ▲ 9

 食  料  品 ▲ 8 ▲ 11 -3 ▲ 3 ▲ 19 -8 ▲ 8
 繊　　　維 ▲ 100 ▲ 100 0  0 ▲ 100 0  0
 木　　　材 ▲ 33 ▲ 50 -17 ▲ 17 ▲ 75 -25 ▲ 25
 紙・パルプ ▲ 50  0 50  50  0 0  0
 窯業・土石 ▲ 10 ▲ 10 0  0 ▲ 20 -10 ▲ 10
 機械・金属 ▲ 7 ▲ 7 0  0 ▲ 20 -13 ▲ 13
 電機・電子 ▲ 56 ▲ 29 27  27 ▲ 29 0  0
 そ　の　他 ▲ 50  0 50  50 ▲ 17 -17 ▲ 17

 建　　設　　業 ▲ 2  0 2  2  0 0  0
 土　　木  15  7 -8 ▲ 8  7 0  0
 建　　築  9  18 9  9  9 -9 ▲ 9
 総 合 建 設 ▲ 18 ▲ 9 9  9  0 9  9
 そ　の　他 ▲ 18 ▲ 17 1  1 ▲ 17 0  0

 卸　　売　　業 ▲ 16 ▲ 16 0  0 ▲ 16 0  0
 食　料　品 ▲ 8 ▲ 8 0  0 ▲ 15 -7 ▲ 7
 建 設 資 材 ▲ 13 ▲ 13 0  0 ▲ 13 0  0
 家 電 卸 売  0 ▲ 50 -50 ▲ 50  0 50  50
 そ　の　他 ▲ 30 ▲ 22 8  8 ▲ 22 0  0

 小　　売　　業 ▲ 7 ▲ 3 4  4 ▲ 9 -6 ▲ 6
 百貨店・スーパー ▲ 23 ▲ 29 -6 ▲ 6 ▲ 29 0  0
 衣　料　品  0 ▲ 50 -50 ▲ 50 ▲ 50 0  0
 自　動　車 ▲ 18  0 18  18 ▲ 20 -20 ▲ 20
 家 電 製 品  33  33 0  0  33 0  0
 石油・ガス  0  17 17  17  0 -17 ▲ 17
 そ　の　他  0  5 5  5  5 0  0

 そ  の  他  産  業 ▲ 28 ▲ 25 3  3 ▲ 30 -5 ▲ 5
 旅館・ホテル ▲ 59 ▲ 41 18  18 ▲ 59 -18 ▲ 18
 運輸・通信 ▲ 28 ▲ 30 -2 ▲ 2 ▲ 30 0  0
 外　　　食 ▲ 60 ▲ 67 -7 ▲ 7 ▲ 83 -16 ▲ 16
 その他サービス ▲ 20 ▲ 15 5  5 ▲ 13 2  2

図表４　損益D.I.（中分類）
2020年7～9月期 2020年10～12月期 2020年1～3月期

前  期 今期 実績 差(今期－前期) 来期 見通し 差(来期－今期)

図表５　資金繰りＤ.I.（中分類）
2020年7～9月期 2020年10～12月期 2020年1～3月期

前  期 今期 実績 差(今期－前期) 来期 見通し 差(来期－今期)
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単位：％

全 産 業 製造業 建設業 卸売業 小売業 その他産業

34 42 22 28 29 38

設備の維持・更新 79 92 70 67 79 70

生産・販売能力増強 35 29 40 11 43 43

省力化・合理化・省エネ 15 16 20 0 7 19

新製品の研究開発 6 8 0 11 0 5

経営多角化 5 0 0 22 14 3

その他 6 0 0 11 7 11

66 58 78 72 71 62

29 39 10 16 37 30

設備の維持・更新 74 77 40 80 72 76

生産・販売能力増強 36 34 80 20 50 24

省力化・合理化・省エネ 26 29 40 0 17 31

新製品の研究開発 12 23 0 20 0 7

経営多角化 7 0 20 20 11 7

その他 3 0 0 0 6 7

71 61 90 84 63 70
（注）計数は構成割合、投資目的は複数回答。

図表７　　設  　備 　 投  　資
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図表8　設備投資の合計金額（実額）

[今期] (単位：億円、％)

製造業 建設業 卸売業 小売業 その他産業

今期(2020年10～12月期) 186 141 3 6 9 27

前年同期(2019年10～12月期) 115 51 4 2 18 40

今期増減率 61.7 176.5 ▲ 25.0 200.0 ▲ 50.0 ▲ 32.5

注）回答企業の単純合計により算出している（下図も同様）。　

[来期] (単位：億円、％)

製造業 建設業 卸売業 小売業 その他産業

来期(2021年1～3月期) 見込み 177 140 2 3 16 16

前年同期(2020年1～3月期) 106 44 3 3 15 41

来期増減率 67.0 218.2 ▲ 33.3 0.0 6.7 ▲ 61.0
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図表9 1社当たり設備投資の金額別構成比

1千万円未満 1～5千万円未満 5千万～1億円未満 1～5億円未満 5～10億円未満 10億円以上
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全産業 製造業 建設業 卸売業 小売業 その他産業

今期 87 33 9 6 10 29

来期 73 28 4 4 16 21
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単位：％

売 上 ( 受 注 ) 不 振 57 67 36 57 43 66
人 手 不 足 ・ 求 人 難 39 34 68 17 39 37
競 争 激 化 32 21 51 33 51 23
採 算 ・ 収 益 の 悪 化 29 33 19 23 29 30
人 件 費 な ど 各 種 経 費 高 22 11 19 13 31 32
原 材 料 ( 仕 入 品 ) 価 格 高 14 21 15 10 6 12
技 術 力 不 足 11 11 19 10 12 7
省力化・合理化の遅れ(含む情報 10 8 19 13 6 10
生 産 ( 販 売 ) 能 力 不 足 9 8 11 3 16 6
製 品 ( 商 品 ) 価 格 低 下 8 17 2 7 2 7
廃 棄 物 処 理 ( 含 む コ ス ト 増 ) 4 7 2 0 2 3
販売価格転嫁難(仕入価格上昇分) 4 10 0 0 4 2
原 材 料 手 当 難 4 11 0 7 0 0
事 業 継 承 難 4 4 13 0 2 3
雇 用 人 員 の 過 剰 3 8 2 0 0 2
金 融 機 関 か ら の 借 り 入 れ 難 2 1 0 3 2 4
売 掛 金 回 収 難 1 2 0 3 0 1
決 済 条 件 悪 化 1 0 0 0 2 1
そ の 他 8 3 2 13 8 14
（注）複数回答

経 営 上 の 問 題 点 の 推 移　

図表10　　経営上の問題点（内部環境・外部環境）
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（％） 図表11 経営上の問題点（内部環境・外部環境）の推移
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【本県の景気の現状などについて】　n=322
図表12 本県の景気の現状

（単位：％）

製造業 建設業 卸売業 小売業
その他産

業
0 0 0 0 0 0
2 2 4 3 0 1
26 25 42 19 25 23
44 45 46 44 43 42
28 28 8 34 32 34

▲ 70 ▲ 71 ▲ 50 ▲ 75 ▲ 75 ▲ 75

▲ 31 ▲ 37 ▲ 20 ▲ 37 ▲ 37 ▲ 20

▲ 39 ▲ 34 ▲ 30 ▲ 38 ▲ 38 ▲ 55

図表13 景気の拡大要因・後退要因（複数回答）
 ( 単位：％)

製造業 建設業 卸売業 小売業 その他産業
個人消費の回復 50 50 100 0 0 0
観光客の増加 50 100 0 0 0 100

拡 補正予算などの政策効果 33 0 50 0 0 100
住宅投資の活発化 17 0 50 0 0 0

大 設備投資の活発化 17 0 0 100 0 0
雇用・所得環境の改善 17 50 0 0 0 0

要 公共工事の増加 0 0 0 0 0 0
為替・株式動向 0 0 0 0 0 0

因 欧米など先進国の経済回復 0 0 0 0 0 0
注1 中国など新興国の経済回復 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0
新型コロナウイルスの感染拡大 88 83 89 80 98 91
個人消費の低迷 65 66 69 52 68 65
外国人観光客の減少 48 42 31 40 60 55

後 日本人観光客の減少 39 34 35 32 43 46
雇用・所得環境の悪化 33 26 19 24 43 41

退 人手不足 15 11 27 4 18 17
公共工事の減少 13 12 42 8 8 8

要 政策効果の息切れ 13 8 15 4 15 17
設備投資の落ち込み 12 5 27 20 13 11

因 消費増税の影響 8 11 0 4 8 9
注2 欧米など先進国経済の減速 7 11 0 4 5 7

中国など新興国経済の減速 7 8 8 0 8 7
住宅投資の減速 6 3 23 8 0 4
日韓関係の悪化 6 5 4 0 3 11
米中貿易摩擦の影響 3 5 0 0 0 4
為替・株式動向 1 2 0 0 3 1
その他 0 0 0 0 3 0

注1）「拡大している」「緩やかに拡大している」と答えた企業のみ回答。

注2）「緩やかに後退している」「後退している」と答えた企業のみ回答。

Ｄ.Ｉ.（前回：2019年12月）   （Ｂ）
増減　（Ａ）－（Ｂ）

全産業

全産業

拡大している
緩やかに拡大している

横ばい
緩やかに後退している

後退している
Ｄ.Ｉ.（今回：2020年12月）　（Ａ）
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図表14 景気が本格回復する時期

図表15 今後の懸念材料（複数回答）
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図表16 政府に対して期待する経済対策（複数回答）
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対象企業数 回答企業数 回答率（％）

 製造業 147 91 61.9

食　料　品 77 44 57.1

繊　　　維 3 2 66.7

木　　　材 8 4 50.0

紙・パルプ 3 2 66.7

窯業･土石 12 10 83.3

機械･金属 19 15 78.9

電機･電子 15 8 53.3

そ　の　他 10 6 60.0

非製造業 計 353 234 66.3
　建設業 75 48 64.0

土　　木 21 14 66.7

建　　築 23 11 47.8

総合建設 15 11 73.3

そ　の　他 16 12 75.0

　卸売業 51 32 62.7

食 料 品 21 13 61.9

建設資材 11 8 72.7

家電卸売 3 2 66.7

そ　の　他 16 9 56.3

　小売業 82 53 64.6

百貨店・スーパー 18 14 77.8

衣　料　品 4 2 50.0

自　動　車 15 10 66.7

家電製品 4 3 75.0

石油・ガス 8 6 75.0

そ　の　他 33 18 54.5

　その他産業 145 101 69.7

旅館･ホテル 22 17 77.3

運　　　輸 30 20 66.7

外       食 11 6 54.5

サービス 72 52 72.2

農林水産 10 6 60.0

500 325 65.0

　（参考）

回答率

合計（製造+非製造）
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全　産　業 製　造　業 建　設　業 卸　売　業 小　売　業 その他産業

2009年 10～12 月期 ▲ 43 ▲ 33 ▲ 45 ▲ 56 ▲ 50 ▲ 43

2010年 1～3 〃 ▲ 36 ▲ 29 ▲ 43 ▲ 37 ▲ 35 ▲ 38

4～6 〃 ▲ 40 ▲ 30 ▲ 46 ▲ 48 ▲ 46 ▲ 41

7～9 〃 ▲ 42 ▲ 41 ▲ 59 ▲ 42 ▲ 39 ▲ 41

10～12 〃 ▲ 34 ▲ 23 ▲ 46 ▲ 31 ▲ 50 ▲ 32

2011年 1～3 〃 ▲ 31 ▲ 30 ▲ 33 ▲ 21 ▲ 30 ▲ 37

4～6 〃 ▲ 29 ▲ 22 ▲ 44 ▲ 55 ▲ 25 ▲ 17

7～9 〃 ▲ 30 ▲ 29 ▲ 41 ▲ 31 ▲ 46 ▲ 19

10～12 〃 ▲ 20 ▲ 19 ▲ 36 ▲ 21 ▲ 37 ▲ 3

2012年 1～3 〃 ▲ 19 ▲ 23 ▲ 25 ▲ 14 ▲ 32 ▲ 9

4～6 〃 ▲ 25 ▲ 22 ▲ 45 ▲ 20 ▲ 42 ▲ 13

7～9 〃 ▲ 28 ▲ 32 ▲ 26 ▲ 28 ▲ 31 ▲ 26

10～12 〃 ▲ 23 ▲ 23 ▲ 20 ▲ 13 ▲ 40 ▲ 20

2013年 1～3 〃 ▲ 21 ▲ 34 ▲ 4 ▲ 29 ▲ 21 ▲ 15

4～6 〃 ▲ 16 ▲ 27 ▲ 6 ▲ 17 ▲ 31 ▲ 3

7～9 〃 ▲ 10 ▲ 20 4 ▲ 7 ▲ 15 ▲ 7

10～12 〃 ▲ 4 ▲ 14 21 0 ▲ 9 ▲ 4

2014年 1～3 〃 7 ▲ 4 32 7 10 1

4～6 〃 ▲ 15 ▲ 17 ▲ 14 ▲ 25 ▲ 37 ▲ 1

7～9 〃 ▲ 14 ▲ 20 1 ▲ 17 ▲ 31 ▲ 9

10～12 〃 ▲ 10 ▲ 9 　 11 ▲ 30 ▲ 35 ▲ 2

2015年 1～3 〃 ▲ 13 ▲ 16 　 3 ▲ 24 ▲ 23 ▲ 11

4～6 〃 ▲ 20 ▲ 29 ▲ 17 ▲ 25 ▲ 37 ▲ 7

7～9 〃 ▲ 17 ▲ 25 ▲ 17 ▲ 5 ▲ 24 ▲ 12

10～12 〃 ▲ 10 ▲ 16 2 ▲ 15 ▲ 24 ▲ 1

2016年 1～3 〃 ▲ 7 ▲ 17 　 6 ▲ 24 ▲ 16 　 5

4～6 〃 ▲ 18 ▲ 25 ▲ 4 ▲ 5 ▲ 17 ▲ 28

7～9 〃 ▲ 11 ▲ 19 6 ▲ 9 ▲ 31 ▲ 5

10～12 〃 ▲ 10 ▲ 6 ▲ 4 ▲ 12 ▲ 13 ▲ 11

2017年 1～3 〃 ▲ 10 ▲ 25 15 ▲ 7 ▲ 17 ▲ 5

4～6 〃 ▲ 4 ▲ 16 10 ▲ 5 ▲ 6 1

7～9 〃 ▲ 2 ▲ 7 8 ▲ 16 5 ▲ 1

10～12 〃 1 ▲ 6 6 ▲ 10 12 3

2018年 1～3 〃 ▲ 3 ▲ 8 0 ▲ 2 ▲ 1 ▲ 4

4～6 〃 ▲ 7 ▲ 14 2 ▲ 20 ▲ 9 0

7～9 〃 ▲ 8 ▲ 18 10 ▲ 6 ▲ 9 ▲ 9

10～12 〃 ▲ 13 ▲ 21 5 ▲ 23 ▲ 31 ▲ 2

2019年 1～3 〃 ▲ 16 ▲ 32 0 ▲ 25 ▲ 17 ▲ 7

4～6 〃 ▲ 17 ▲ 29 ▲ 8 ▲ 23 ▲ 21 ▲ 7

7～9 〃 ▲ 22 ▲ 28 ▲ 4 ▲ 33 ▲ 17 ▲ 22

10～12 〃 ▲ 21 ▲ 22 ▲ 10 ▲ 38 ▲ 42 ▲ 12

2020年 1～3 〃 ▲ 42 ▲ 51 ▲ 11 ▲ 46 ▲ 38 ▲ 49

4～6 〃 ▲ 52 ▲ 59 ▲ 20 ▲ 50 ▲ 45 ▲ 69

7～9 〃 ▲ 50 ▲ 68 ▲ 10 ▲ 55 ▲ 28 ▲ 61

10～12 〃 ▲ 39 ▲ 50 ▲ 9 ▲ 47 ▲ 25 ▲ 47

2021年 1～3 月期見通し ▲ 42 ▲ 54 ▲ 9 ▲ 44 ▲ 33 ▲ 53

(注)Ｄ.Ｉ.＝「良い」－「悪い」

業況Ｄ.Ｉ.の推移
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売上・完工高Ｄ.Ｉ.の推移
全　産　業 製　造　業 建　設　業 卸　売　業 小　売　業 その他産業

2009年 10～12 月期 ▲ 47 ▲ 39 ▲ 38 ▲ 65 ▲ 49 ▲ 53

2010年 1～3 〃 ▲ 31 ▲ 20 ▲ 37 ▲ 39 ▲ 35 ▲ 36

4～6 〃 ▲ 28 ▲ 23 ▲ 30 ▲ 8 ▲ 36 ▲ 35

7～9 〃 ▲ 30 ▲ 26 ▲ 38 ▲ 19 ▲ 31 ▲ 33

10～12 〃 ▲ 24 ▲ 25 ▲ 41 ▲ 5 ▲ 41 ▲ 14

2011年 1～3 〃 ▲ 26 ▲ 26 ▲ 31 ▲ 23 ▲ 22 ▲ 25

4～6 〃 ▲ 21 ▲ 9 ▲ 31 ▲ 49 ▲ 25 ▲ 15

7～9 〃 ▲ 23 ▲ 27 ▲ 29 ▲ 23 ▲ 46 ▲ 7

10～12 〃 ▲ 10 ▲ 10 ▲ 30 ▲ 10 ▲ 14 3

2012年 1～3 〃 ▲ 8 ▲ 18 ▲ 17 13 ▲ 17 4

4～6 〃 ▲ 16 ▲ 12 ▲ 25 ▲ 3 ▲ 34 ▲ 9

7～9 〃 ▲ 15 ▲ 14 ▲ 26 0 ▲ 15 ▲ 19

10～12 〃 ▲ 14 ▲ 16 ▲ 5 0 ▲ 27 ▲ 16

2013年 1～3 〃 ▲ 16 ▲ 25 6 ▲ 30 ▲ 12 ▲ 14

4～6 〃 ▲ 4 ▲ 12 ▲ 2 0 ▲ 11 3

7～9 〃 2 ▲ 14 23 3 ▲ 7 7

10～12 〃 11 ▲ 6 34 18 16 10

2014年 1～3 〃 23 6 50 22 45 15

4～6 〃 ▲ 5 ▲ 15 　 6 ▲ 12 ▲ 20 　 8

7～9 〃 ▲ 9 ▲ 16 0 ▲ 20 ▲ 13 ▲ 3

10～12 〃 ▲ 12 ▲ 17 ▲ 2 ▲ 34 ▲ 27 　 0

2015年 1～3 〃 ▲ 20 ▲ 31 　 19 ▲ 37 ▲ 31 ▲ 20

4～6 〃 ▲ 24 ▲ 35 ▲ 16 ▲ 34 ▲ 16 ▲ 14

7～9 〃 ▲ 15 ▲ 27 ▲ 25 2 ▲ 10 ▲ 7

10～12 〃 ▲ 8 ▲ 20 ▲ 11 4 ▲ 10 3

2016年 1～3 〃 ▲ 10 ▲ 27 ▲ 5 ▲ 21 ▲ 17 　 5

4～6 〃 ▲ 24 ▲ 25 ▲ 10 ▲ 26 ▲ 33 ▲ 25

7～9 〃 ▲ 12 ▲ 19 5 ▲ 26 ▲ 37 5

10～12 〃 ▲ 7 ▲ 11 ▲ 1 2 ▲ 3 ▲ 10

2017年 1～3 〃 ▲ 2 ▲ 22 20 ▲ 5 9 ▲ 1

4～6 〃 6 ▲ 7 5 0 11 19

7～9 〃 2 ▲ 9 12 ▲ 20 25 6

10～12 〃 4 3 2 ▲ 2 11 4

2018年 1～3 〃 8 0 9 8 24 7

4～6 〃 ▲ 2 ▲ 5 ▲ 11 ▲ 12 11 5

7～9 〃 ▲ 2 ▲ 15 2 11 3 5

10～12 〃 ▲ 8 ▲ 22 ▲ 9 ▲ 8 ▲ 8 8

2019年 1～3 〃 ▲ 16 ▲ 30 ▲ 1 ▲ 28 ▲ 6 ▲ 8

4～6 〃 ▲ 14 ▲ 26 ▲ 14 ▲ 9 ▲ 10 ▲ 5

7～9 〃 ▲ 16 ▲ 26 0 ▲ 30 ▲ 10 ▲ 14

10～12 〃 ▲ 25 ▲ 32 ▲ 23 ▲ 22 ▲ 38 ▲ 13

2020年 1～3 〃 ▲ 44 ▲ 43 ▲ 29 ▲ 50 ▲ 44 ▲ 49

4～6 〃 ▲ 50 ▲ 52 ▲ 25 ▲ 37 ▲ 46 ▲ 69

7～9 〃 ▲ 52 ▲ 65 ▲ 14 ▲ 49 ▲ 33 ▲ 69

10～12 〃 ▲ 37 ▲ 52 ▲ 14 ▲ 40 ▲ 11 ▲ 45

2021年 1～3 月期見通し ▲ 42 ▲ 47 ▲ 22 ▲ 47 ▲ 25 ▲ 51

(注)Ｄ.Ｉ.＝「増加」－「減少」
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損益Ｄ.Ｉ.の推移
全　産　業 製　造　業 建　設　業 卸　売　業 小　売　業 その他産業

2009年 10～12 月期 ▲ 26 ▲ 18 ▲ 30 ▲ 32 ▲ 15 ▲ 35

2010年 1～3 〃 ▲ 20 ▲ 11 ▲ 32 ▲ 20 ▲ 17 ▲ 27

4～6 〃 ▲ 20 ▲ 17 ▲ 20 3 ▲ 25 ▲ 32

7～9 〃 ▲ 22 ▲ 19 ▲ 30 ▲ 17 ▲ 21 ▲ 27

10～12 〃 ▲ 22 ▲ 18 ▲ 46 ▲ 13 ▲ 36 ▲ 10

2011年 1～3 〃 ▲ 24 ▲ 19 ▲ 29 ▲ 26 ▲ 17 ▲ 29

4～6 〃 ▲ 15 ▲ 8 ▲ 31 ▲ 34 ▲ 12 ▲ 10

7～9 〃 ▲ 24 ▲ 24 ▲ 28 ▲ 30 ▲ 40 ▲ 11

10～12 〃 ▲ 10 ▲ 17 ▲ 19 ▲ 8 ▲ 17 6

2012年 1～3 〃 ▲ 14 ▲ 24 ▲ 20 0 ▲ 19 2

4～6 〃 ▲ 16 ▲ 15 ▲ 33 ▲ 7 ▲ 12 ▲ 16

7～9 〃 ▲ 17 ▲ 16 ▲ 21 ▲ 16 ▲ 10 ▲ 21

10～12 〃 ▲ 15 ▲ 20 ▲ 9 ▲ 8 ▲ 19 ▲ 15

2013年 1～3 〃 ▲ 16 ▲ 27 ▲ 4 ▲ 35 ▲ 12 ▲ 7

4～6 〃 ▲ 9 ▲ 18 ▲ 10 ▲ 9 ▲ 14 3

7～9 〃 ▲ 5 ▲ 9 4 5 ▲ 17 ▲ 6

10～12 〃 1 ▲ 6 16 3 0 1

2014年 1～3 〃 12 1 43 19 5 7

4～6 〃 ▲ 5 ▲ 1 　 8 ▲ 15 ▲ 31 　 1

7～9 〃 ▲ 11 ▲ 11 5 ▲ 32 ▲ 17 ▲ 11

10～12 〃 ▲ 11 ▲ 10 ▲ 6 ▲ 28 ▲ 25 　 0

2015年 1～3 〃 ▲ 14 ▲ 27 　 13 ▲ 23 ▲ 16 ▲ 14

4～6 〃 ▲ 19 ▲ 34 ▲ 15 ▲ 13 ▲ 18 ▲ 7

7～9 〃 ▲ 13 ▲ 25 ▲ 24 3 ▲ 6 ▲ 3

10～12 〃 ▲ 4 ▲ 11 ▲ 2 ▲ 11 ▲ 5 5

2016年 1～3 〃 ▲ 4 ▲ 19 　 10 ▲ 19 ▲ 5 　 5

4～6 〃 ▲ 14 ▲ 21 7 ▲ 13 ▲ 19 ▲ 19

7～9 〃 ▲ 8 ▲ 16 2 ▲ 7 ▲ 16 ▲ 3

10～12 〃 ▲ 8 ▲ 7 ▲ 7 ▲ 4 1 ▲ 18

2017年 1～3 〃 ▲ 4 ▲ 9 17 ▲ 4 ▲ 15 ▲ 8

4～6 〃 2 ▲ 5 12 ▲ 3 ▲ 11 12

7～9 〃 ▲ 1 ▲ 4 7 ▲ 9 5 ▲ 2

10～12 〃 ▲ 5 ▲ 15 ▲ 6 ▲ 4 9 1

2018年 1～3 〃 ▲ 3 ▲ 1 0 ▲ 3 10 ▲ 12

4～6 〃 ▲ 10 ▲ 22 2 ▲ 15 1 ▲ 10

7～9 〃 ▲ 12 ▲ 20 ▲ 12 0 ▲ 1 ▲ 15

10～12 〃 ▲ 16 ▲ 17 ▲ 8 ▲ 29 ▲ 25 ▲ 8

2019年 1～3 〃 ▲ 19 ▲ 35 ▲ 7 ▲ 28 ▲ 4 ▲ 13

4～6 〃 ▲ 15 ▲ 28 ▲ 10 ▲ 11 ▲ 6 ▲ 7

7～9 〃 ▲ 17 ▲ 25 ▲ 8 ▲ 17 ▲ 19 ▲ 13

10～12 〃 ▲ 22 ▲ 22 ▲ 21 ▲ 32 ▲ 41 ▲ 8

2020年 1～3 〃 ▲ 34 ▲ 33 ▲ 27 ▲ 32 ▲ 34 ▲ 39

4～6 〃 ▲ 45 ▲ 47 ▲ 20 ▲ 38 ▲ 35 ▲ 67

7～9 〃 ▲ 41 ▲ 47 ▲ 22 ▲ 43 ▲ 20 ▲ 59

10～12 〃 ▲ 27 ▲ 34 ▲ 15 ▲ 35 ▲ 9 ▲ 33

2021年 1～3 月期見通し ▲ 38 ▲ 48 ▲ 19 ▲ 35 ▲ 23 ▲ 45

(注)Ｄ.Ｉ.＝「好転」－「悪化」
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資金繰りＤ.Ｉ.の推移
全　産　業 製　造　業 建　設　業 卸　売　業 小　売　業 その他産業

2009年 10～12 月期 ▲ 17 ▲ 12 ▲ 12 ▲ 15 ▲ 29 ▲ 20

2010年 1～3 〃 ▲ 16 ▲ 7 ▲ 19 ▲ 10 ▲ 34 ▲ 15

4～6 〃 ▲ 11 ▲ 2 ▲ 10 ▲ 2 ▲ 38 ▲ 11

7～9 〃 ▲ 12 ▲ 6 ▲ 12 ▲ 5 ▲ 27 ▲ 14

10～12 〃 ▲ 9 ▲ 5 ▲ 5 ▲ 10 ▲ 25 ▲ 7

2011年 1～3 〃 ▲ 13 ▲ 2 ▲ 23 ▲ 5 ▲ 20 ▲ 19

4～6 〃 ▲ 7 2 ▲ 9 ▲ 6 ▲ 20 ▲ 9

7～9 〃 ▲ 9 ▲ 4 ▲ 8 ▲ 10 ▲ 23 ▲ 6

10～12 〃 ▲ 10 ▲ 10 ▲ 16 ▲ 7 ▲ 20 ▲ 2

2012年 1～3 〃 ▲ 10 ▲ 8 ▲ 9 ▲ 3 ▲ 22 ▲ 7

4～6 〃 ▲ 12 ▲ 8 ▲ 14 ▲ 8 ▲ 25 ▲ 7

7～9 〃 ▲ 9 ▲ 10 ▲ 6 0 ▲ 18 ▲ 7

10～12 〃 ▲ 10 ▲ 9 ▲ 13 2 ▲ 24 ▲ 8

2013年 1～3 〃 ▲ 13 ▲ 12 ▲ 15 ▲ 15 ▲ 16 ▲ 10

4～6 〃 ▲ 6 ▲ 7 3 5 ▲ 20 ▲ 6

7～9 〃 ▲ 8 ▲ 4 ▲ 7 ▲ 2 ▲ 13 ▲ 11

10～12 〃 ▲ 6 ▲ 8 ▲ 3 ▲ 2 ▲ 13 1

2014年 1～3 〃 1 3 5 0 ▲ 5 ▲ 2

4～6 〃 ▲ 2 ▲ 2 ▲ 1 ▲ 4 ▲ 9 　 2

7～9 〃 ▲ 5 ▲ 6 7 ▲ 4 ▲ 18 ▲ 4

10～12 〃 ▲ 7 ▲ 10 ▲ 2 ▲ 5 ▲ 13 ▲ 3

2015年 1～3 〃 ▲ 5 ▲ 6 　 2 ▲ 2 ▲ 9 ▲ 7

4～6 〃 ▲ 5 ▲ 10 0 ▲ 3 ▲ 11 ▲ 2

7～9 〃 ▲ 5 ▲ 13 3 2 ▲ 11 0

10～12 〃 ▲ 7 ▲ 15 ▲ 4 3 ▲ 10 ▲ 7

2016年 1～3 〃 ▲ 3 ▲ 7 ▲ 4 ▲ 2 ▲ 11 　 1

4～6 〃 ▲ 5 ▲ 7 8 5 ▲ 12 ▲ 12

7～9 〃 0 0 7 3 ▲ 4 ▲ 2

10～12 〃 ▲ 2 ▲ 5 4 2 ▲ 8 ▲ 1

2017年 1～3 〃 ▲ 1 2 4 0 ▲ 3 ▲ 3

4～6 〃 1 ▲ 1 20 5 ▲ 6 ▲ 3

7～9 〃 0 ▲ 2 10 ▲ 4 ▲ 2 ▲ 1

10～12 〃 1 3 0 ▲ 7 ▲ 4 4

2018年 1～3 〃 2 1 7 0 0 0

4～6 〃 0 3 11 ▲ 7 ▲ 1 ▲ 6

7～9 〃 ▲ 2 ▲ 5 5 3 ▲ 2 ▲ 3

10～12 〃 ▲ 3 ▲ 9 11 0 ▲ 2 ▲ 6

2019年 1～3 〃 ▲ 4 ▲ 6 2 ▲ 2 1 ▲ 8

4～6 〃 ▲ 4 ▲ 4 ▲ 2 ▲ 2 ▲ 12 ▲ 1

7～9 〃 ▲ 5 ▲ 10 0 ▲ 5 ▲ 11 2

10～12 〃 ▲ 3 ▲ 2 ▲ 6 ▲ 8 ▲ 15 6

2020年 1～3 〃 ▲ 18 ▲ 17 ▲ 10 ▲ 5 ▲ 24 ▲ 23

4～6 〃 ▲ 21 ▲ 26 6 ▲ 15 ▲ 21 ▲ 34

7～9 〃 ▲ 17 ▲ 20 ▲ 2 ▲ 16 ▲ 7 ▲ 28

10～12 〃 ▲ 13 ▲ 14 0 ▲ 16 ▲ 3 ▲ 25

2021年 1～3 月期見通し ▲ 19 ▲ 23 0 ▲ 16 ▲ 9 ▲ 30

(注)Ｄ.Ｉ.＝「楽」－「窮屈」
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単位：％

全　産　業 製　造　業 建　設　業 卸　売　業 小　売　業 その他産業

2009年 10～12 月期 31 40 13 21 27 34

2010年 1～3 〃 32 43 14 18 27 34

4～6 〃 29 46 16 18 15 28

7～9 〃 32 48 26 23 17 29

10～12 〃 33 35 27 28 19 43

2011年 1～3 〃 32 45 12 23 27 35

4～6 〃 29 35 13 18 21 38

7～9 〃 33 30 22 43 27 41

10～12 〃 32 35 23 18 23 42

2012年 1～3 〃 27 30 10 32 27 29

4～6 〃 31 41 18 18 24 36

7～9 〃 37 45 23 26 30 45

10～12 〃 36 42 24 24 34 43

2013年 1～3 〃 35 44 24 26 37 35

4～6 〃 31 40 24 22 23 34

7～9 〃 36 44 28 29 32 38

10～12 〃 34 39 16 28 36 40

2014年 1～3 〃 36 43 34 25 44 32

4～6 〃 32 35 27 20 31 36

7～9 〃 34 39 21 17 34 41

10～12 〃 35 44 17 20 36 41

2015年 1～3 〃 33 40 28 21 26 39

4～6 〃 34 38 25 26 29 41

7～9 〃 34 37 18 15 39 44

10～12 〃 36 39 28 26 38 42

2016年 1～3 〃 37 42 23 32 43 40

4～6 〃 35 41 28 23 28 41

7～9 〃 40 42 31 30 48 44

10～12 〃 38 45 23 27 35 45

2017年 1～3 〃 39 46 31 20 44 42

4～6 〃 40 42 26 38 34 48

7～9 〃 38 42 30 32 33 43

10～12 〃 38 44 29 28 40 39

2018年 1～3 〃 39 51 25 24 40 39

4～6 〃 37 40 35 32 38 37

7～9 〃 36 39 30 24 41 39

10～12 〃 39 49 35 21 37 40

2019年 1～3 〃 38 46 29 20 35 44

4～6 〃 36 36 29 28 35 42

7～9 〃 39 49 22 28 32 46

10～12 〃 37 46 29 22 32 41

2020年 1～3 〃 38 38 28 28 24 48

4～6 〃 30 33 30 24 25 31

7～9 〃 34 38 19 21 36 39

10～12 〃 34 42 22 28 29 38

2021年 1～3 月期見通し 29 39 10 16 37 30

設備投資実施割合の推移
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単位：％

全　産　業 製　造　業 建　設　業 卸　売　業 小　売　業 その他産業

2009年 10～12 月期 6 5 5 15 3 5

2010年 1～3 〃 3 7 0 8 ▲ 2 0

4～6 〃 8 14 20 8 9 ▲ 3

7～9 〃 7 13 4 17 ▲ 2 ▲ 3

10～12 〃 ▲ 1 7 ▲ 16 20 ▲ 9 ▲ 6

2011年 1～3 〃 ▲ 3 3 ▲ 15 11 ▲ 12 ▲ 4

4～6 〃 3 6 19 8 0 ▲ 9

7～9 〃 ▲ 2 9 8 5 ▲ 19 ▲ 14

10～12 〃 ▲ 1 9 0 ▲ 3 0 ▲ 16

2012年 1～3 〃 ▲ 6 2 ▲ 9 6 ▲ 18 ▲ 9

4～6 〃 1 6 11 11 ▲ 2 ▲ 12

7～9 〃 ▲ 6 1 ▲ 9 12 ▲ 13 ▲ 13

10～12 〃 ▲ 8 2 ▲ 17 2 ▲ 10 ▲ 18

2013年 1～3 〃 ▲ 9 ▲ 3 ▲ 10 7 ▲ 8 ▲ 20

4～6 〃 ▲ 9 0 ▲ 12 ▲ 4 ▲ 13 ▲ 16

7～9 〃 ▲ 16 ▲ 8 ▲ 33 ▲ 3 ▲ 8 ▲ 21

10～12 〃 ▲ 18 ▲ 5 ▲ 43 ▲ 10 ▲ 3 ▲ 28

2014年 1～3 〃 ▲ 25 ▲ 13 ▲ 36 ▲ 13 ▲ 23 ▲ 36

4～6 〃 ▲ 19 ▲ 10 ▲ 29 0 ▲ 29 ▲ 25

7～9 〃 ▲ 20 ▲ 6 ▲ 41 ▲ 5 ▲ 28 ▲ 28

10～12 〃 ▲ 27 ▲ 13 ▲ 46 ▲ 5 ▲ 22 ▲ 39

2015年 1～3 〃 ▲ 26 ▲ 17 ▲ 37 ▲ 12 ▲ 26 ▲ 37

4～6 〃 ▲ 22 ▲ 16 ▲ 30 ▲ 10 ▲ 31 ▲ 23

7～9 〃 ▲ 23 ▲ 14 ▲ 35 ▲ 3 ▲ 25 ▲ 30

10～12 〃 ▲ 27 ▲ 15 ▲ 43 ▲ 12 ▲ 28 ▲ 38

2016年 1～3 〃 ▲ 25 ▲ 10 ▲ 44 ▲ 10 ▲ 23 ▲ 37

4～6 〃 ▲ 18 ▲ 1 ▲ 23 ▲ 7 ▲ 34 ▲ 27

7～9 〃 ▲ 29 ▲ 24 ▲ 42 ▲ 9 ▲ 30 ▲ 36

10～12 〃 ▲ 36 ▲ 33 ▲ 47 ▲ 10 ▲ 32 ▲ 41

2017年 1～3 〃 ▲ 39 ▲ 28 ▲ 53 ▲ 22 ▲ 35 ▲ 49

4～6 〃 ▲ 36 ▲ 31 ▲ 47 ▲ 8 ▲ 36 ▲ 46

7～9 〃 ▲ 39 ▲ 34 ▲ 56 ▲ 14 ▲ 41 ▲ 45

10～12 〃 ▲ 44 ▲ 42 ▲ 64 ▲ 15 ▲ 48 ▲ 46

2018年 1～3 〃 ▲ 45 ▲ 42 ▲ 51 ▲ 23 ▲ 59 ▲ 49

4～6 〃 ▲ 42 ▲ 40 ▲ 49 ▲ 35 ▲ 47 ▲ 39

7～9 〃 ▲ 42 ▲ 38 ▲ 56 ▲ 34 ▲ 51 ▲ 37

10～12 〃 ▲ 45 ▲ 34 ▲ 60 ▲ 37 ▲ 53 ▲ 48

2019年 1～3 〃 ▲ 42 ▲ 26 ▲ 53 ▲ 38 ▲ 56 ▲ 48

4～6 〃 ▲ 37 ▲ 23 ▲ 42 ▲ 33 ▲ 51 ▲ 42

7～9 〃 ▲ 43 ▲ 35 ▲ 56 ▲ 28 ▲ 55 ▲ 47

10～12 〃 ▲ 45 ▲ 37 ▲ 47 ▲ 35 ▲ 53 ▲ 48

2020年 1～3 〃 ▲ 40 ▲ 33 ▲ 53 ▲ 30 ▲ 50 ▲ 39

4～6 〃 ▲ 12 2 ▲ 32 ▲ 20 ▲ 27 ▲ 5

7～9 〃 ▲ 15 ▲ 5 ▲ 47 ▲ 9 ▲ 30 ▲ 5

10～12 〃 ▲ 31 ▲ 16 ▲ 56 ▲ 19 ▲ 42 ▲ 30

2020年 1～3 月期見通し ▲ 30 ▲ 14 ▲ 56 ▲ 16 ▲ 45 ▲ 30

(注)Ｄ.Ｉ.＝「過剰」－「不足」

雇用人員Ｄ.Ｉ.の推移
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意　見

コロナの影響で飲食の機会が減り、全体的に売り上げも厳しい状況ではあるが、ネット販売は増加傾

向にある。

コロナ感染拡大により飲食店向け商品の消費減が大きく、少し上向いてきたところでクラスターが発

生し、飲食店への客足がまた遠のいている。また、スーパーでの販売価格の低価格傾向が一段と顕

著。

コロナ感染拡大に伴いGo To キャンペーンの是非も問われるが、観光、飲食業への景気対策としては

効果が大きかった。さまざまなコロナ助成が終了後、一段と厳しい局面を迎えると考える。

電機・電子
受注は旺盛だが、大手企業の進出、電子部品メーカーの好調を背景に雇用の奪い合いが起こってお

り、要員不足が深刻化している。

その他製造業
コロナ禍の影響で9月くらいまでは厳しく、倒産件数も多くなると予測している。ただし反動は期待

したい。

建築
補助金などを利用して持ちこたえており、そのような会社が多いのではと感じている。経営だけでは

なく個人向けの対策も、知っている人のみ得するのは不公平なのではと感じる。

総合建設
中小企業の設備投資の減速、消費低迷など、コロナ下での政府対策が求められている状況であり、経

済全体の停滞感が強い。

その他建設

建設業全体が人手不足、また競合多数（今後、高齢化により廃業が増える）であるため、賃金の高い

大企業などへ人が流れていく傾向。中小企業は賃金によらない働きやすさや職場の労働環境の良さで

勝負していくしかない。

建設資材卸売
サービス部門で苦戦している。新型コロナウイルスの影響で今後年単位で景気回復は見込めないので

はないか。

家電卸売
小売業の回復はまだかかりそうだが、時間差で製造・卸売にもコロナ禍の影響が大きく出だしてい

る。

その他卸売 スピード感をもった補正予算の実行。知事選・市長選があったため他県より遅延している。

新型コロナ感染の拡大に伴い、年末年始需要の巣ごもり化が特に顕著となっている。

20年9月以降消費の落ち込みが拡大している。また、新生活様式に則った生活スタイルの変化が徐々

に浸透しており、これまでのデータがまったく通用しなくなってきている。

芋類の病気による焼酎製造への供給難、コロナ禍による観光客の減少などにより景気が低迷してい

る。

コロナの影響がいつまで続くかわからないが、ユーザーとの接触件数の拡大を図り、販売拡大を進め

ている。

新型コロナウイルス感染の影響が収束しないことには、まだまだ厳しい状況が続くのではないかと思

う。

旅館・ホテル 政府のGo To トラベルに振り回されている。

運輸・通信
密を避けるため貸切バスの需要が無いので、スクールバスの送迎や会社との直接取り引き（送迎）を

持っていない貸切バス事業者は特に厳しい状況にあるので、それなりの対応をして欲しい。

外食 コロナ禍の現状で業績が好調な企業はないのではと考えている。

新型コロナウイルスの感染者が再び増加しており、ＧｏＴｏトラベルも一時停止した。インバウンド

の消滅が県内の観光業へ影響している中、ＧｏＴｏキャンペーンによる各種景気刺激策も中途半端な

効果しか得られず、コロナ関連の企業倒産の増加が懸念される。

20年12月に限ると業況はほぼ前年並みとなり、回復してきたようだが、コロナによる不安な状況は

なかなか解消されない。感染防止対策を講じながらの営業にも限界を感じる。

農林水産
交流人口（観光含め）の減少が大きく、県の基幹産業である観光・農業・水産業に大きな影響を及ぼ

している。

卸

売

業

小

売

業

自動車

スーパー

そ

の

他

産

業 サービス

最近の業況、鹿児島県の景気の現状などに関する主な意見

　

食料品

製

造

業

建

設

業
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